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水産業の持続性
水産資源の持続性
漁家経営の持続性

生産の支援
環境・資源・技術の数値化
 IoTによる見える化

水産業の支援
生産と流通の最適化
人工知能による予測

持続可能な水産業 
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魚種別漁獲量の推移（函館市） 
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ICT漁業 
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全国の沿岸を対象とした海水温観測ブイを開発 

漁業者が抱える課題 
地球温暖化に起因する海水温の上昇により、漁業では漁場形
成が変化し、養殖業では斃死が発生し、定置網漁業では魚種
が変化し、環境への順応に迫られていた。 

海洋環境の可視化 
 海水温観測ブイの導入
 多点多層観測の実施
 リアルタイム配信

ICT利活用の効果 
 海水温の状態が数値とグラフで可視化された
 勘と経験の強化（補正と検証）が図られた
 効率的、かつ、計画的な生産が可能となった

社会実装の方法 
ブイメーカーによる製品化 

うみのアメダス（海水温観測ネットワーク）  
 

北海道のマナマコを対象とした資源評価手法を開発 

漁業者が抱える課題 
中国市場の開拓に成功した北海道産のマナマコは価格が急騰
し、漁業者の漁獲意欲が向上したことから乱獲状態となり、
資源量が減少、枯渇の危機に面していた。 

水産資源の可視化 
 iPadの導入
 漁獲情報の共有
 位置情報の共有

ICT利活用の効果 
 資源の状態がマップとグラフで可視化された
 漁業者主体の資源管理が実現した
 効率的な技術継承（後継者育成）が可能となった

社会実装の方法 
ITベンダによるサービス化 

うみのレントゲン（水産資源管理システム） 

ICT漁業の事例 
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気温の見える化 

画像は気象庁ホームページより引用 
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漁場の見える化 
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IoTの活用事例 
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クラウド型魚群探知機
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信号解析の結果 
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AIの活用事例 
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学習データ 
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AIによる水揚予測 

AI 

学習データ（音響画像＋水揚結果） 

学
習

学
習

学習データ（音響画像＋水揚結果） 

AI 入力 出力 音響画像 水揚予測 
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定置網AI 
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IoT・AIの導入効果 
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平成29年11月14日 北海道新聞 
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資源保護の効果（AI） 

2015年10月の漁獲データに適用
出漁日数 29日間
仮想休漁 2日間

97% 

他魚種（90,259キロ） 

漁獲量 
獲逃量 

43% 
57% 

めじまぐろ（5,911キロ） 

漁獲量 
保護量 
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コスト削減の効果（IoT）

2015年を基準に2016年を評価
漁獲量 プラス 36.6% 
消費量 マイナス 3.3%

73% 

27% 

単位漁獲量あたりの消費量 

消費量 
削減量 

82% 

18% 

単位漁獲量あたりの稼働時間 

稼働時間 
削減時間 
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ビッグデータの生成 
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全国 北海道 
大型定置網 431 34 (7.9%) 
さけ定置網 821 821 (100%) 
小型定置網 2,867 552 (19.3 %) 
合計 4,119 1,407 (34.2 %) 

定置網漁業の経営体数 

データの出典は農林水産省の2013年漁業センサスです 
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いか釣漁業の経営体数 

全国 北海道 
遠洋いか釣 0 0 
近海いか釣 48 7 (14.6 %) 
沿岸いか釣 3,567 362 (10.1 %) 
合計 3,615 369 (10.2 %) 

データの出典は農林水産省の2013年漁業センサスです 
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プラットフォームの整備 

デ
ー
タ
の

活
用

ITベンダ 
• 新製品／新サー
ビスの創出

• 新規雇用の創出

大学／試験場 
• 資源評価
• 機械学習による
漁場／漁獲予測

漁協／漁業者 
• 計画的な生産
• 資源管理と技術
継承

地方自治体 
• 水産振興計画の
策定／見直し

• 支援制度の整備

加工業／観光業 
• 地域産業の発展
• 流通の安定と価
格の安定

ビッグデータ デ
ー
タ
の

共
有

カキ養殖業
• 採苗不良

定置網漁業 
• 魚種の変化

イカ釣漁業
• 漁場形成の変化

コンブ養殖業
• 芽落ち

沿岸漁業 
• 海洋環境の変化

地
方
の

課
題

北海道 全国 宮城県 
地
方

自
治
体

マリンIT・ラボ 全国の水産試験場、漁業協同組合など 技
術

シ
ー
ズ

海洋環境の可視化 共
通
の

課
題
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北海道総合ICT水産業フォーラム
課題の抽出
産学官の連携と役割分担

ビッグデータの生成
データの共有と帰属
データの質と量の向上

プラットフォームの運用
ビッグデータの分析と活用
持続可能な運用体制の構築

北海道での取り組み 

29



水産業の最適化 

生産 流通 消費 
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公立はこだて未来大学 マリンIT・ラボ 
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持続可能な水産業モデルの構築 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35



